
　■北海道大も大勝で３連勝。合同チームは連敗。第５節 

第４８回北海道学生選手権は第５節の９月２５日、札幌厚別公園競技場（札
幌市厚別区）で１、２部の２試合を行った。全日本大学選手権（甲子園ボウ
ル）の道代表争いも兼ねる１部は、北海道大（前年２位）と北星学園大（同３
位）が対戦し、北海道大が９１－０で大勝。北海道大は不戦勝を含めて３連勝
で、北海学園大と並んで首位に立った。北星学園大は不戦敗を含めて２連敗。
２部は、室蘭工業大が４２－０で北海道科学大・北海道医療大・札幌学院大・
札幌大合同チームに快勝した。室蘭工業大は、第２節の初戦に続き２連勝。 
北海道大は第１Ｑ４分にＲＢ工藤輝一（４年、兵庫・白陵高）の５６ヤード
ＴＤランで先制すると、ＲＢ榊琢也（３年、札幌東高）の３ヤードラン、ＱＢ
茨木大輔（４年、兵庫・六甲学院高）からＷＲ本郷維規（４年、兵庫・市立西
宮高）への２８ヤードＴＤパスで加点した。第２ＱはＤＢ太田陽士（４年、埼
玉・浦和高）の５５ヤードパントリターンＴＤに続いて、ＷＲ宮崎大地（３
年、兵庫・星陵高）が２本のＴＤキャッチ、WR清水英介（４年、東京・都立
西高）もＴＤパスをキャッチした。 

後半も攻撃の手を緩めず、第３Ｑには２番手ＱＢの山本康介（２年、奈良・
奈良学園登美ケ丘高）がＷＲ神田智史（１年、神奈川・麻布高）へ１２ヤード
ＴＤパスを投じると、ＲＢ高橋諒太朗（１年、神奈川・湘南高）、ＲＢ鈴木優



太（４年、東京・桐朋高）もＴＤランで続いた。第４Ｑも、ＲＢ榊の２本目の
ＴＤラン、ＱＢ山本からＷＲ神田への２本目のホットラインパス、ＲＢ鈴木の
２本目のＴＤランで加点した。 
北星学園大は第１Ｑ、自陣３５ヤードからの最初の攻撃シリーズでＱＢ中手
龍一（３年、札幌静修高）からＷＲ小坂峻祐（４年、北星学園大付属高）への
パスとＲＢ箕浦空哉（２年、帯広緑陽高）のランで北海道大陣まで攻め込んだ
が、エンドゾーンまでは届かなかった。後半は、１５人で攻守を兼任する選手
たちに疲労から故障が相次ぎ、反撃の糸口をつかめなかった。 
北海道大の西尾慎太郎ヘッドコーチは「圧勝しなきゃいけない試合だった。
選手たちはよく対処してくれた」と及第点を与えたうえで「北海道での勝利
と、その先を見据えて準備したい」と気を引き締めていた。一方、北星学園大
の池田伊織ヘッドコーチは「最初のオフェンスはいい感じでいけたが、ディ
フェンスで止められなかった。この点差を強い刺激にして、次の試合に臨みた
い」と話した。 

室蘭工業大－合同チーム戦は０－０で迎えた第３Ｑ、室蘭工業大がＲＢ友田
悠斗（１年、岡山・玉島高）の２１ヤードＴＤランで先制し、Ｋも兼ねるＯＬ
／ＤＬ船木翔斗（２年、札幌清田高）の３８ヤードＦＧで加点。第４ＱにはＲ
Ｂ北村朋也（３年、釧路北陽高）のダイブ、ＯＬ／ＤＬ宍戸蓮旺（３年、札幌
日大高）のファンブルリターンＴＤ、ＲＢ冨樫司（２年、札幌清田高）の４５
ヤードランＴＤとインターセプトリターンＴＤ、ＬＢも兼務するＲＢ友田のイ



ンターセプトリターンＴＤでリードを広げた。合同チームは北海道科学大ＲＢ
中嶋陽涼（４年、市立函館高）と札幌大ＲＢ小金龍東（４年、恵庭北高）の力
走と札幌学院大ＷＲ芝辻俊希（２年、神奈川・星槎国際湘南高）、北海道医療
大のＷＲ板東晃太（２年、神奈川・桐光学園高）の好捕などで応戦したが、及
ばなかった。 



室蘭工業大の半沢伸太郎監督は「大量得点できたことを自信に、入れ替え戦
に臨みたい」と収穫を強調し、１年生ながら大活躍のＲＢ友田は「ＴＤランは
みんなが道を開けてくれた。インターセプトは狙っていた」と喜んでいた。一
方合同チームのＲＢ中嶋（北海道科学大）は「試合ができて幸せな時間だっ
た」、ＲＢ小金（札幌大）も「みんなで試合ができて楽しかった」と満足げだっ
た。


